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ピア・カウンセリング集中講座報告  

大渕 由理子 

昨年１０月４日、５日、６日とピア・カウンセリング集中講座を開催しまし

た。例年は泊まりで行っていましたが、２０１８年は宿泊先の都合もあり、初

めて自立生活センター・小平の事務所でやりました。受講者は他センターの方

が３名、研修という形で自立生活センター・小平から１名の計４名の参加でし

た。リーダーは大渕、竹島、澤田の３名でした。リーダー同士でどこのコマを

やるかを決め、２か月程前から相談をして、読み合わせしながら勉強会をしま

した。  

 

内容としては、集中講座なのでさわり程度でしたが、１日目は歴史やピア・

カウンセリングの約束事、目的を説明し、「人間の本質」をやりました。「人間

の本質」を簡単に説明すると、人間本来が持つ性質、例えば創造や誰かを大切

にしたいという思い、自分も大切にされたいということです。受講生に「人間

てどういう生き物なのか？」を聞いたりして、それについてペアになってセッ

ションをしたりします。  

２日目は感情の開放や障害について、ロールプレイなど、その人の話せる範

囲のことをテーマにして、セッションを数回行いました。最初は３分から始め

最後のほうは１０分まで話せ、皆の気持ちが聞けて良かったと思いました。  

その夜は交流会で夕食をとりながら賑やかに行いました。参加者の方から地

方の障がい者の生活や、ALS の障がいの話を聞くことができました。最終日は

自立生活プログラムの紹介という内容で、半日行いました。かなり時間が押し

てしまい終了がバタバタしてしまいましたが、皆さんと名刺交換など出来て良

かったのではないかと思います。  

 

今回の講座で初めて ALS の障

害を持った方に接する機会があり

ました。通訳の人が必要というの

は知っていましたが、実際に講座

中通訳者として健常者を入れるの

が初めてのことだったので、当事

者が声を発せなくても気持ちが伝

えられることができるんだなと気

付くことができ、とても良い経験

になりました。  
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～ピア・カウンセリング集中講座を受講して～  

                  塩崎 裕章 

10 月初旬、4 日～6 日にかけての 3 日間、ピアカン集中講座に参加させて

いただきました。自分にとってはこれが初めてのピアカン集中講座でした。  

今回は他センターの 3 名の方と同じく受講生側で参加させていただきまし

た。  

 例年、宿泊で行っていると聞きましたが、今回は宿泊先の都合で、自立生活

センター・小平の事務所内で行いました。  

長期の ILP とはまた違い、短い期間の中で行ったので、始まってしまうとあ

っという間だったなという印象を持ちました。  

ただ、そういった中でも、他センターの方々とセッション等を通して、話を

するなどできて良かったです。  

 セッションでは、自分がもともと人とのコミュニケーションに苦手意識を持

っていて不安がありましたが、話のテーマによっては、持ち時間の長さ関係な

く話ができたので、必要以上に不安に思うこともないのかなと考えることがで

きました。  

 2 日目の長い時間の中では、「感情の開放」というところで、アクシデン

ト？とは違うかもしれないですが、その時間の冒頭くらいのところで早くも感

情を溢れさせる、といったことがありました（詳しく話すことはできません

が . . .）。これには自分でもビックリしたのですが、後でよくよく考えたら、実の

ところ小さい頃から、場面によっては感情が出やすいところというのはありま

した。これはあくまで自分の中ではの話ですが、珍しく、落ち着くのに時間を

要しました。が、その後は問題なく参加することができました。  

 

2 日目の最後には食事も兼ねて

交流会をしました。普段の利用

者交流会のようにちょっとした

ゲームもあって楽しい時間を過

ごしました。  

 

ピアカン集中講座の最後に

は、写真撮影や名刺交換をして

終わりました。  

 

 なんだかんだ、あっという間

の 3 日間でしたが楽しく過ご

せて良かったです。  
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夏祭り報告 

新井 ひかり 

 ２０１８年 7 月 21 日土曜日、夏祭

りが行われました。  

 テーマは、「日本の夏祭り」でした。  

メニューは、カルビクッパ・押し寿

司・ジビエの串焼き（イノシシとシ

カ）・たこ焼き・焼きそば・きゅうりの

一本漬け・ゼリー・ティラミスでした。

どのメニューも大盛況で、とてもおいし

かったです。ジビエは、狩猟で得た天然

の野生鳥獣の食肉を意味します。意外と

おいしくてびっくりしました。ちなみに、ジビエの串焼きと押し寿司は初挑戦

でした。ジビエは下処理や串焼きの具材選び、押し寿司の魚のネタは専門店で

買い付けを工夫しました。  

イベントは、花火大会の動画鑑賞とお菓子釣りでした。  

花火大会の動画鑑賞は、動画サイトから選りすぐりのシーンを選んだり、BGM

の曲を選んだりして、まるで花火大会に来ているような演出をしました。皆さ

んが見入っていて、楽しめたようでよかったです。  

お菓子釣りは、ビニールプールに入っているお菓子を制限時間内にいくつと

れるかを競いました。お子さんに人気で、何回もチャレンジされている方もい

ました (ﾟдﾟ)！  

装飾は日本のお祭りらしく、和風をテーマにしました。提灯や仙台の吹き流

し、車いすの方でも記念撮影できる顔パネル、風鈴、お店の看板を作りまし

た。グループで意見を出し合って、カラフルな装飾にしました。和風の雰囲気

のなかで、初の試みのメニューもあり、楽しく過ごすことができました。  

 今回、夏祭り幹事は２回目でしたが、１回目よりも他の幹事の方とコミュニ

ケーションをとりながら、準備や当日を

迎えられました。  

 来てくださった利用者の皆さん、お手

伝いしてくださった職員の皆さんのおか

げで、夏祭りを成功させることができま

した。ありがとうございました。  

 来年も、皆さんの笑顔がたくさん見ら

れることをイメージして、夏祭りを開催

したいと思います。そして、幹事の皆さ

ん、お疲れ様でした！  
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長期ＩＬＰ報告  

澤田 佳士 

２０１８年も 5 月初め

から 7 月中にかけて長期

ILP を行いました。  

受講生は 4 名で、他の

センターから受けに来た

方やこれから自立を目指

す方が来てくださいまし

た。  

私としては初めてリー

ダーをすることもあり、

人に向けて説明をする難

しさを感じました。上手

くみなさんに伝わってい

たのか不安はあったの

で、まだまだ課題は残り

そうです。  

ちょうど、自分自身も 24 時間の介助を使った自立生活が始まったばかり

で、自分の生活も未熟なのに、そんな私がこんなこと言ってもいいのかと葛藤

をしてしまう部分もありました。  

ただ自分自身のことも見つめ直すきっかけにもなったことも良かったです

し、受講生と近い目線で講座を行えたのは良かったのかなと思います。  

 

全 11 回の講座も一人としてかけることなく終われたのはとても良かったの

ではないかと思います。夏の炎天下の中フィールドトリップで両国に行ったの

は良い思い出です。11 回の講座終わりの打ち上げの時に食べたケーキ美味し

かった！！  

 

私としては、今回で 2 回目の長期 ILP でしたが、また新しい人たちとの繋が

りもでき、それが一番の収穫であったのではないかと思います。この講座を期

に、自分のセンターでも ILP をやっていきたいという声や、自立に向かってい

くという声が、その後聞けて、そういったことを耳にするとやって良かったな

としみじみ思います。  

これからも途切れることなく、長期 ILP を続けていきたいという気持ちがさ

らに持てたので、継続していきたいですね。  

ご参加、ご協力いただいたみなさま、本当にありがとうございました。   
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募金活動報告 

赤い羽根共同募金 
瀧澤 真沙志 

このページでは「赤い羽根共同募金」（以下「赤い羽根」と略）について書いていこうかと思い

ます。「赤い羽根」は CIL 小平で毎年行っているもので、私も毎年参加しています。 

夏が終わり少し経つと、「赤い羽根共同募金の時期だなぁ～」と季節の移り変わりと共に思うの

ですが、私は「当日、参加している自分を思うと、、、。」どこか気恥ずかしい気持ちにもなりま

す。 何でって？・・・・いや。 

駅前とかで、『赤い羽根共同募金です。ご協力お願いしま～す。』と大きな声で通行中の市民の

方に向けて伝えるのが、募金を取り組む前の時間までは、いつもやはり気恥ずかしいのです。と

は言え・・・参加するからには、「しっかり、ばっちり、やってやるぞ！！」
という気持ちでやるのですけどね。（笑） 

思えば、「声を腹の底から出す」という場面は大人になって少なくなった様にも思います。 

募金活動を行っている時間は、「声を腹の底から出す」ことを私はとても意識してやっています。

誰にアピールする訳でもなく、只々無心で『赤い羽根共同募金です。ご協力お願いしま～す。』

と。するとあら不思議。私たちの声が届いているのか、自分たちがいる場所から少し遠くの場所

にいる方が声につられ振り向いたり、募金活動に協力して下さる市民の方が募金箱にお金を入れ

てくれたりと・・・。募金活動では「声の強弱、大事だなぁ」と毎年やっている中で

感じるところです。２０１８年の実施期間は１０月１８日（木）の 1 日限りと短い時間での活動

でしたが、募金金額は２６，４６４円となりました。 

ご協力して頂いた皆さん有難うございます。また来年も「腹から声出して」いきましょう。 

ではでは。 

 

   西日本災害募金 

大渕 由理子 

咋年の夏に台風や豪雨に見舞われた広島を中心に、九州地方や京都等、広い地域で水害によ

り多くの障害者の家が被害を受けたという事で、JILで募金を募る事になりました。 

そして、自立生活センター小平でも募金活動を行い、1 日しかできませんでしたが、当事者

スタッフと健常者スタッフ数名で花小金井駅で行いました。時間的には 3 時間程でしたが、通

行人の中には「大変ですよね」と声をかけてくれる人もいました。 

この災害はニュースにも大きく取り上げられたせいもあり、かなりの額が集まり、総額

59，712 円でした。ニュースにも取り上げられた事でしたが、地域の人達が少しずつ、障害

を持ったわたし達の生活状況に、関心を向けてきているのではないかと感じました。 
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今回の案内人→阿保弘平 

今回から新しい連載記事で、わたしたちが今までに旅行で

行ったところのバリアフリー情報をお伝えしようと思いま

す。名づけて「バリッといい旅」！いい名前でしょう😊(わた

しが名づけました。、、、えっ、オヤジギャグっぽくて、さむ

いって？) 

 

今回わたしは大阪にくいだおれをしに旅行してきまし

た。最初からくいだおれなのってツッコミはさておき 

まぁ、ほんとにくいだおれたし、新幹線では駅弁に、大

阪に着いたら串焼きにもつ煮に食べてばっかりでした。

さらにすごいものがありました。なんと、日本トイレ大

賞のトイレがありましたが、中はいたって普通でした(何

が日本トイレ大賞なのかな～(;゜O゜)) 

 

大阪駅からホテルに行くために地下鉄で移動しましたが、電車とホームの段差が限りなく

無くて、駅員にスロープを頼まなくても乗り降りができました～。すごいですΣ(ﾟ□ﾟ;) 

ホテルのある駅についてから色々観光しつつ、ホテルに行きました。ホテルに着いたら急

に天気模様が悪くなり、カミナリも鳴りはじめました。ぎりぎり雨に降られずにすみまし

た)^o^( 

ホテルの部屋はバリアフリールームで、入り口で二部屋に分かれていましたが、急なカー

ブで私のほうの部屋に入る形でした(急なカーブきついよ～(TOT)) 

部屋の中は全体的に段差がなくて、風呂場にもそのまま行ける形でした。やはりトイレと

お風呂は一緒でしたが、広さは十分にありました。ちなみに夜はホテルの上の階にあるバー

でたこ焼きセットともつ煮、串焼きをたべました。 

 

二日目はさっそく道頓堀に行き、露店でたこ焼きとたこ焼きとたこ焼きとトルコアイス、

明石焼きに食べまくりました。冷やしただし汁にたこ焼きを入れた珍しいのもありました。

ほんとわたしって食べてばっかりですね^_^; 

露店だから食べ歩きしやすかったです😊もちろん大阪で有名なぶたまんも食べたよ～ 

 

なんの記事か分からなく

なったけど、大阪くいだお

れ珍道中ではなく、大阪旅

行のバリアフリー情報記事

でした。次はだれにインタ

ビューしようかな ww 
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 涼子の交通アクセス こんなんでいいん会 

山嵜 涼子 

 皆さまこんにちは  ご無沙汰しております。すっかり寒くなりましたが、皆さ

まにおかれましては、お変わりなくお過ごしのこととおもいます。  

さて、昨年の秋は暖かく、当団体がある花小金井駅前ロータリーの桜がところど

ころ咲いていました。季節外れの桜は妙な感じはするけれど、どこか綺麗でもあ

るなんとも説明が難しい季節外れの花よ。です。  

 

 さて私の業務は毎日所属事務所でパソコンをカチカチしていることはない。

必ずどこかに出かける。それも大都市に。だから公共交通での移動が多い。結果、

クタクタになる。何故なら来年５０歳になる。クタクタだなぁと感じるときはや

はりふと年齢を感じる。数年前の身体となにやら違う。これもまたうまく説明が

できないがとにかく何かが違うのだ（；；）  

 

それはそうと、なんでそんなにクタクタになるのかじっくり考えた。そしてわ

かった。疲れの原因はたぶんストレス。なら、ストレスの原因は？  

電車だぁ〜！絶対電車。理由？皆さんわかります？電車に乗降するたびに係

員のいる窓口に行き、他の乗客と共に並び、ひたすら順番を待ち、時々抜かされ、

やっと順番が来たぁ〜と思ったら今度か係員の手が空くまで待たされる。  

やっと来たぁ〜とおもったら今度

は電車を待つ。  

おい！ふざけんなよっ！とちょ

っとだけいけないことばを心でつ

ぶやく。  

ウソ（＾。＾）つい言葉ででるこ

ともある。だって本音だもんね。  

それでやっと目的地についたと

しても今度はエレベーターに乗せ

てもらえないのだ。健常者でズラ

ーリ。もちろんその中には内部障

害者や高齢者、ベビーカー利用者

だっている。でもでも中には、もし

もしお兄さん？そなた部活の帰り

では？というような学生もいる

し、バリバリのビジネスマンで

は？という・・・  

これも説明が難しいが、せめて高
混んでいるホームエレベーター。これは序の口 
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齢者には譲ろうよとおもう。  

ある駅なんて、エレベーターに向かっていると毎回というほど健常者に走っ

て抜かされる。エレベーター前にはその走りについていけない杖をついた中年

男性も待っているのに、どんどん抜かされる。ちょっとぉ〜走ってエレベーター

乗るのって、なんかおかしいよね。その男性が怖気ついて乗れない感じにもなっ

ている。  

こんなことが私の常なのである。それは疲れるはずだわって同調してくれま

すでしょ？  

  

 この度はこんな疲れる問題が少し解消されることをご報告するために書きま

すね。皆さん、車両のホームと車両の段差が解消される事業者が増えてきます！  

まずは都営地下鉄から。既に工事は始まっていて解消法のホームかさ上げが見

えています。  

これで係員を待たなくても、乗りたい電車に乗り、降りたいときに降りること

が叶う！やっとですよやっと。都営地下鉄はよく利用するので、すんごく期待し

ている。  

少しずつではあるけれど、健常者と同等に電車に乗降することができる、そん

な当たり前のことに感動してしまう。私はまだ甘いな。  

だって、障害のない人と障害のある人が同じ環境が整って初めて平等の社会

になることを皆さん是非意識してください。  

 

それにしても、エレベーターに乗せてもらえない問題は根深いものがありま

すね。それでは、今日も社会と闘ってきます＾・＾  

 

  

 

  

  

ホームと車両の段差が解消された都営大江戸線 
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 こんにちは。2回目書きます、澤田です。長くなりますが、

前回の続き。 ICU での入院生活のことを書きます。  

 手術が終わり、いつから自分が意識を戻したのかは正直ぼ

やけていますが、しばらくは現実と夢の狭間にいるような感

覚にいました。病室の部屋のカーテンに部活の顧問の先生と

いがぐりボウズのモヤモヤした亡霊がずっと踊っている幻

覚？をみていました。しばらく経っていがぐりボウズ頭の担

当の医者がいることを知り、色々一致しました。笑  

 

事故が起きて気付いた時には 10 日以上過ぎていたかもしれません。ただ不

思議なことに身体が動かないこと、ノドに呼吸器がついていて、看護師にノド

からタン吸引をされていたり、身体の向きを変えられたりすること、それ自体

に疑問がなく、意識がハッキリしてきたときには、それが自分にとって普通な

こと。昔からその生活をしていたような感覚になっていました。  

両親に呼吸がおかしくなって 2 回目の手術をしたということを聞かされ、私

は全く苦しくなった記憶や 2 回目の手術をしたことを覚えていなかったので、

とてもびっくりしました。  

 

 ICU に約 5 ヶ月間いましたが、最初はタンは苦しいわ、呼吸器つけてるから

声は出ないわ、身体は動かないわ、本当に苦しくて苦しくて、早くこの苦しみ

から解放してくれ、いっそ死なせてくれとずっと思っていました。  

身体の向きを変える一つのことが、ジェットコースターから急降下するみた

いな感覚で、すごく苦しくて怖かったですね。  

今では慣れましたが、全身麻痺しているので、首から下の感覚が自分ではな

く、他人の身体みたいな感覚で、手がどこにあって足がどこにあるのかわから

なくて（むしろ俺の手足くっついてる？くらい）、怖くて位置の確認ばかりし

ていました。  

その時は舌で触るとナースコールがなるものを使っていて、最初のころは 5

分に 1 回は苦しい助けてくれってナースコール鳴らしまくっていたのを覚えて

います。1 か月くらいは毎日ずっと泣いていましたね。  

 

少し経って、 ICU 内の個室に移りました。病院内での生活はずっとベッドの

上にいて同じ方向を見ていたので、今俺はどんな病院にいてどんな部屋にいる

んだろう？って思うような生活が続きました。  

ただ一度だけ MRI を撮るために隣の病棟までベッドで移動することがありま

した。その時、渡り廊下から見えた空が、久しぶりだったのもあったのか、本

 
澤田 佳士 
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当に真っ青で綺麗な空で、今でも忘れられない人生で一番感動した景色です。

景色で感動ってあれ以来ないなぁ。  

 

 心境は、最初は徐々に身体の上から痺れが取れて来て、手も足もじわじわ戻

ってくるんだろうなとずっと思っていました。  

ですが、時が経つにつれて全然戻ってこない。あっ、これはもう治らないや

つかも、と段々と疑問を持ち始めてきました。  

事故から 2 ヶ月くらいが経ち、大勢の医師が私の前に、たしか 10 人くら

い？両親とともにやってきました。「あなたの身体には障害が残ります。今後

は寝たきりか、良くても車椅子を使っての生活になります」と宣告されまし

た。ただそのとき意外とびっくりしないというか、薄々気付いていた、やっぱ

りそうだよなくらいで、泣くこともなく、冷静だったのをよく覚えています。  

いつしか顔がめっちゃ凝ることがあって「そういえば笑ってない、、、、」と

2,3 ヶ月ずっと笑っていない無の表情をしていたことに気づき、笑顔の大切さ

に気づくこともありました。  

 

ICU にいたので、親族以外面会ができず、家族以外に会えない生活が 3.4 ヶ

月続きました。両親が毎日 2 時間かけてお見舞いに来てくれていて、それが寂

しさを忘れられて毎日の楽しみになっていましたね。  

4 ヶ月くらい経ち、医者が限られた人なら面会を許してくれました。 ICU に

そんな長くいる人が始めてだったようで。  

その時、当時付き合っていた彼女に会うことができました。  

普通に過ごそう過ごそうと思っていましたが、いざ会うとこんなんなってご

めんと、謝ることしかできず泣いてばかりいましたね。  

その後も、友達が来たり、大学の学長が来て病室で卒業式をしてもらったり

家族以外にも会うことができました。呼吸器がなかなか外れなかったので療養

の病院に転院する話もでていました。呼吸器が付いているとリハビリ病院に転

院できなかったので。ある時、その療養病院の院長が来て「君はまだ若いんだ

から、ウチになんか来ないで、ここでもっと頑張って呼吸器を外してリハビリ

病院に行きなさい」と激励に来てくれたことがありました。そのことがあって

か ICU にも普通より長くいることができ、それが活力になったのか、その後、

呼吸器を外すことができるようにまでなりました。  

あの時、療養の病院に行っていたら今の自分とは違う状況だったかもしれま

せん。声が出ない、話しが伝わらない辛さがあったので、呼吸器が外れて、声

に出して相手とコミュニケーションが取れる有難みを思い返すと、今でも感じ

ます。お見舞いに来てくれるのって本当に元気と力をもらえるし、次はもっと

元気な姿を見せたいから頑張ろうと思えて、前向きな気持ちになれました。感

謝しかないです。  

その後、呼吸器が外れたので、その病院の ICU から、普通病棟に移ることに

なり、リハビリをするための病院に転院することになります。続く。  
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「えー！オビラ⁈オビラ町って、北海道に

もあるよ！」こう言って私は笑われた。  

約 20 年前、夏休みを利用して北京に短期

留学していた。そこで知り合った学生達と住

所交換をしていた時のことだ。そこに一橋大

の学生がいた。「コダイラって読むんだよ」と

彼は呆れた顔で教えてくれた。  

道産子の私は東京のことを何も知らなかっ

た。ましてや小平市がどこにあるのかなんて

…。  

そして今、私はその「コダイラ」で働いて

いる。不思議な縁があるものだと思う。  

 

前職は人形劇団の電話営業で、幼稚園や保育園に電話をして人形劇の売り込

みをしていた。ある日、会社で内乱が起こり、お世話になっていた上司が辞め

させられてしまった。私も会社を信用できず、次の仕事が決まっていないのに

辞めてしまった。  

「羽生ちゃんを採用したのは私だから、次の仕事が決まるまで給料と同じ額

をあげるよ。」と、上司に言われた。これは有り難いことだが、優しいプレッ

シャーで、早く何とかして仕事を見つけないと送金を止めてくれない！と私は

相当焦っていた。  

 

介助者として働こうと思ったのは、その上司が私の仕事ぶりを見て福祉が向

いているんじゃないか？と言ったから。裏を返せば、営業の仕事は全く向いて

いないということだが、福祉の仕事をすれば上司も納得して送金しなくなると

考えた。面接の時は必死に「資格をどんどん取って何でもやります！」とアピ

ールした。  

 

面接の日から 15 年が経ち、職員にならない？と声をかけてもらった。「まっ

たく、羽生さんは、失敗ばっかりしてどうしようもないな！」と思っていらっ

しゃる利用者さんも多いことだろう。私は不器用で、おっちょこちょいなので

毎日反省している。こんな私でも何か役に立つことがあれば、職員として隅っ

こで働かせてもらえればと思っている。  

  

羽生 めぐみ 
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 皆さん、はじめまして。２０１８年の6月か

ら職員になった上野由香里です。もうすぐ勤続

5年目になります。  

 

栃木県の真岡 (もおか )市出身で、県内の大学

で法律を学び、就職を機に地元を離れて上京し

ました。しかし、新卒で入社した会社の社風に

馴染めず転職先を探していた際に、偶然コンビ

ニで手に取った求人雑誌で障がい当事者の自立

生活をサポートする介助者を募集していること

を知り、未経験でこの業界に飛び込んできまし

た。そのため、私の経歴をお話すると非常に驚

く方が多いです。しかし、それ以上に「それは

運命だったね」と言ってくださる方も多く、自

分でもそうなのではないか思っています。  

 

最近チャレンジしていることはガーデニングです。大事に育てている植物が

花を咲かせたり、小さな新芽を伸ばしているのを見るのがとても楽しいです。

しかし、最近は部屋やベランダに植物が増えすぎてしまい、自分の生活空間が

だんだん狭くなってきてしまったので、新しい植物を気軽に増やせなくなって

しまったのが残念です。  

 

職員になったことで新たな仕事に

挑戦する機会も増え、皆さんにはご迷

惑をおかけすることもあるかと思い

ますが、皆さんを見習って丁寧な仕事

をしていくよう頑張りますので、どう

ぞよろしくお願いします。  

  

上野 由香里  
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《 活 動 報 告 》 

2018 年 7 月  

2 日 ( 月 ) 障がい者センターピアカン 

3 日 ( 火 ) CIL青森訪問(竹島)／TIL学習会(淺川、大渕、澤田、新井、塩崎)／DPI日本会議打

ち合わせ(山嵜)／マネージャー会議 

5 日 ( 木 ) 長期 ILP⑧ 

6 日 ( 金 ) 職員会議 

8 日 ( 日 ) 八王子精神障害ピアサポートセンターピアカン集中講座(新井) 

9 日 ( 月 ) JIL ピアカン委員会スカイプ会議(大渕)／個別ピアカン(瀧澤) 

10 日 ( 火 ) マネージャー会議／ピアルーム／ピアカン ILP会議 

11 日 ( 水 ) 合同会議 

12 日 ( 木 ) 長期 ILP⑨／GM会議／DPI バリアフリー委員会(山嵜) 

13 日 ( 金 ) 育成会議／小平市自立支援協議会打ち合わせ(瀧澤) 

15 日 ( 日 ) 八王子精神障害ピアサポートセンターピアカン集中講座(新井) 

17 日 ( 火 ) 全国障害者介護保障協議会常任委員会会議（竹島）／チームリーダー会議／医療

情報会議／マネージャー会議／ピアカン ILP会議 

19 日 ( 木 ) ピアカン ILP会議／長期 ILP⑩ 

20 日 ( 金 ) 報告検討会議 

22 日 ( 日 ) 八王子精神障害ピアサポートセンターピアカン集中講座(新井) 

24 日 ( 火 ) マネージャー会議／ピアカジュアル 

25 日 ( 水 ) 小金井市役所交渉(竹島) 

26 日 ( 木 ) ピアカン ILP会議／長期 ILP補講 

30 日 ( 月 ) 自薦ヘルパー推進協会事務局会議(竹島) 

31 日 ( 火 ) マネージャー会議／外出利用者交流会 

2018 年 8 月 
 

1 日 ( 水 ) 新人研修 

2 日 ( 木 ) ピアカン ILP会議 

3 日 ( 金 ) 職員会議 

7 日 ( 火 ) マネージャー会議 

8 日 ( 水 ) 利用者支援会議(竹島) 

9 日 ( 木 ) ピアカン ILP会議 

10 日 ( 金 ) 研修会議／個別 ILP(竹島)／小平市自立支援協議会打ち合わせ(瀧澤) 

11 日 ( 土 ) 外出ピアカジュアル 

14 日 ( 火 ) マネージャー会議／ピアルーム 

15 日 ( 水 ) 新人研修 

16 日 ( 木 ) ピアカン ILP会議 

20 日 ( 月 ) 西日本災害募金活動 

21 日 ( 火 ) 全国障害者介護保障協議会常任委員会会議（竹島）／チームリーダー会議／マネ

ージャー会議／DPI バリアフリー部会(山嵜)／利用者交流会 
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22 日 ( 水 ) CILふちゅう来所／合同会議／小平市自立支援協議会打ち合わせ(瀧澤) 

23 日 ( 木 ) 自薦ヘルパー推進協会研修講師会議(竹島)／ピアカン ILP 会議 

28 日 ( 火 ) マネージャー会議／個別 ILP(大渕)／ピアカジュアル 

30 日 ( 木 ) 個別 ILP(竹島)／ピアカン ILP会議 

31 日 ( 金 ) 個別相談(竹島) 

2018 年 9 月 
 

4 日 ( 火 ) ～6日(木)CILてくてく来所(竹島)／ピアルーム 

5 日 ( 水 ) ピアカン長期講座(新井)／人事院公務員研修(山嵜) 

6 日 ( 木 ) 個別相談(竹島)／ピアカン ILP会議／ピアカン集中講座勉強会 

7 日 ( 金 ) 職員会議／人事院公務員研修(山嵜) 

10 日 ( 月 ) 小平市自立支援協議会(瀧澤)／個別ピアカン(新井) 

11 日 ( 火 ) マネージャー会議／東京都自立生活センター協議会総会・勉強会(山嵜、澤田、新

井) 

12 日 ( 水 ) ピアカン長期講座(新井) 

13 日 ( 木 ) ピアカン ILP会議／ピアカン集中講座勉強会 

18 日 ( 火 ) 利用者会議／マネージャー会議／ 

19 日 ( 水 ) 個別支援会議／ピアカン長期講座(新井) 

20 日 ( 木 ) ピアカン ILP会議／ピアカン集中講座勉強会 

25 日 ( 火 ) チームリーダー会議／マネージャー会議／ピアカジュアル 

26 日 ( 水 ) ピアカン長期講座(新井) 

27 日 ( 木 ) ピアカン ILP 会議／ピアカン集中講座勉強会／自薦ヘルパー推進協会研修講師会

議(竹島) 

28 日 ( 金 ) 個別 ILP(竹島)／東京都自立生活センター協議会勉強会(澤田) 

 

  

2018 年 12月 利用者自立パーティー 
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最近世間ではカゼがはやっていますが、皆さんはかぜをひいてませんか？

今回通信の発行が遅くなり、すみませんでした。  

昨年多摩川の花火大会を見に行ったのですが、秋の夜に見る花火もいいも

のですね😊  

会場は人でごった返してて車いすで動くのもひとくろうでした。みなさん

は去年は花火をみたでしょうか？  

今年の 5 月で平成の名前も変わるらしいですね。のこりの平成の日にちも

みなさんにより良いことがありますようにねがっています。皆さんも体に気

を付けて２０１９年を楽しみましょう。  

（編集委員  阿保）  

 

■自立生活センター・小平  地図  

  

編 集 後 記  
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NR 花小金

井駅前 

ピーコック 
小
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井

街
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鈴 木 街 道 

コナカ 

100 円ローソン 

SEIYU 

南口 

事務所 

パラシオ 

ｾﾌﾞﾝ 

ｲﾚﾌﾞﾝ 

花小金井駅 
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各サービスを利用される方には、協力会費を頂いております。  

入会ご希望の方は、下記までお問い合わせください。  

会費：年額 4,200 円 (年度途中から入会の場合月額 350 円 ) 

 

近隣の 8 市区にまたがって身体障害者、知的障害者、精神障害者にサービス

を提供しています。（初めてサービスを利用する場合は、利用規約等につい

て事前に説明する場を設けさせていただきます。）  

   

 一般の方  医療的ケアの必要な方  

平日日勤（ 7 時～ 23 時） ￥１，６５０  ￥１，８８０  

土日日勤（ 7 時～ 23 時） ￥１，７００  ￥１，９４０  

夜   勤（ 23 時～ 7 時） ￥１，７００  ￥１，９４０  

 

  ・ＩＬＰ、ピア・カウンセリング利用  ご相談ください。  

  ・総合支援法によるヘルパー利用    ご相談ください。  

 

◇  介助制度、手当、住宅改造、生活保護などの制度利用の申請のサポートな

らびに生活に関わるあらゆる相談をお受けします。  

・  電話相談：３６５日、９時～２２時  

・  面接相談：月～金、１０時～１７時  

◇  ピア・カウンセリング（集中講座、個別）  

◇  自立生活プログラム（生活力、社会性を高めるプログラム）  

  長期プログラム、短期プログラム、個別プログラム、単発プログラム  

 プログラムテーマ例…障害って何？・介護を頼もう（介護者との関係）・

制度学習・フィールドトリップ・お金の管理・調理実習    …など  

◇  宿泊体験－民間のアパート（自立生活体験室）に泊まって、自立生活を体

験するプログラムです。  

◇  自立生活をめざすための住宅サービス（アパート等の住居の確保）  

◇広報誌の発行（制度や自立生活のノウハウに関する情報提供、情報交換）  

２４時間・３６５日介助派遣

サービス 

障害者生活支援事業

サービス 

《発行所》  

障害者団体定期刊行物協会  

世田谷区祖師谷 3-1-17 

ヴェルドゥーラ祖師谷 102 号室  

（定価  100 円）  

《編集》自立生活センター･小平  

〒 187-0003 東京都小平市花小金井南町  

    １－１８－４５－１０－１Ｆ  

TEL/042-467-7235 FAX/042-467-7335 

Ｅ－ＭＡＩＬ： cilkodaira3＠ hotmail.com  


